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お茶の水女子大学附属高等学校

2016年度2年生SGHレクチャー

「持続可能な社会の探究Ⅰ」を
楽しむための大学図書館活用術

2016.3.16（水）
10:20～11:05（45分）→入替（10分）→11:15～12:00（45分）

お茶の水女子大学附属図書館
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このコマの内容

1. 大学図書館ってどんなところ？（おさらい）

2. 課題の設定から論文作成まで（プロセスを知る）

3. 実践してみよう！（情報検索･入手のスキルを身につける）
① お茶大図書館で持っている本や雑誌

OPACで検索→ 図書館内で探す

② お茶大図書館で使える電子的な情報

朝日新聞データベース「聞蔵IIビジュアル」

辞書・事典「JapanKnowledge」

③ 信頼できるウェブ情報

統計資料を探す → 政府白書、統計など

雑誌論文を探す → CiNii Articles

4. 著作権・引用のルールについて

さまざまな
メディアがあり
特徴がある
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皆さんに質問です

実際に大学の図書館を使ってみましたか？

挙手で答えてください

Q1. 大学図書館の席を使った

・自習で使った

・グループワークで使った

Q2. 大学図書館の本を借りた

Q3. OPACを使ったことがある



4

大学図書館ってどんなところ？

①その大学での学習・教育、研究に即した資料・情報

の収集・提供
– 学習用図書、研究書

– 学術雑誌

– 電子ブック、電子ジャーナル、データベース

– 図書館ウェブサイト：情報探索の窓口

– （図書館ネットワークで国内＆海外にある文献も入手可

←今回のプレゼミナールでは対象外）

②さまざまな用途に合わせた学びの空間の提供

③人的サポート

レファレンスサービス、学習相談デスク（LALA）など

「知識生産型」の学びを支えるための3つの役割

すでに答えが
分かっている
ことを暗記する
「知識蓄積型」
ではなくて
・・・
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課題を
認識する

課題解決
の視点＝

自分なりの問い

課題例：社会
の幸福を測
ることはい
かにして可
能か

課題例：情報
化社会の中
でこれから
の図書館は
どうあるべ
きか

課題の設定から論文作成まで
（プロセスを知る）

論文／レポートは、感想文や小論文と違い、自分の考えだけに基づいて書くのではなく、先行
文献や客観的なデータを元に、自説を組み立てる必要があります。

情報探索を計画する
情報を入手する

先行研究

どんな文献・情報
がある？

この文献・情報は
どこにある？

クリティカル・
シンキング

見付かった
情報は目的に
合っているか？
情報源は

信頼できるか？

自分の考えと
比べてどうか？

反対の意見や結果
もあるのでは？

情報の
評価、分析

情報の利用、
発信

レポート＝
論理的な組立
＋自分なりの
独創的な解

正しく引用
＝利用したら
「参考文献」
として明記

※引用についての
詳細は、このテキスト
最後の「付録」に
まとめています
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情報の生産と流通

図 情報の種類と経時的な流れ※）

●重要ポイント●

情報を効率的に調べるための戦略を立てるために、メディアの特徴、
情報がどのように生産され、流通しているのかを知っておく！

※）参考：慶応義塾大学日吉メディアセンター
KITE(Keio Interactive Tutorial on Information Education) 「情報の生産と流通」より
http://project.lib.keio.ac.jp/kitie/classify/info-cycles/02.html（参照日：2016.3.15）

速報性・断片的
（一般情報）

論文として掲載
速報性（専門的

/学術情報）

情報量が増加
（一般情報）

一般書/専門書

統計/白書/調査報告書
（年度単位が多い）

情報の玄関口
（ポータル）

＝
大学図書館
ホームページ

http://project.lib.keio.ac.jp/kitie/classify/info-cycles/02.html
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お茶大図書館ホームページから始めよう

7

基本のDB
蔵書検索

OPAC
( Online
Public
Access
Catalog)
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お茶大OPACで本を探す

OPACでわかること

・資料のある場所
（附属図書館+研究室)

・資料の詳しい情報
・貸出状況⇒予約

お茶大で所蔵している図書71万
冊、雑誌1万タイトル、電子ブック2

万タイトル、電子ジャーナル１万１
千タイトルを検索できます

●大テーマ例：
グローバルな観点から格差社会の課題をみつけ、解決策を考える

●キーワードをどう入れる？
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お茶大OPACで本を探す

単純に、

グローバル 格差社会 課題 解決策
で検索しても、そのものずばりは出てこない

自分なりの問い
課題の切り口を考えて
キーワードを工夫する必要がある



10

イメージマップで
キーワードを考えてみる（例）

●重要ポイント●

重要なキーワードから、思いつくキーワードを書いて関連付けてみる
＝自分なりの問いを作る

※）参考：
図書館利用教育ハンドブック学校図書館（高等学校）版作業部会『問いをつくるスパイラル：考える
ことから探求学習をはじめよう！』日本図書館協会、2011、p.37

格差社会

グローバル

貧富の差国際比較

世界の
統計

教育格差

学歴

学力調査

課題 解決
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OPAC検索（図書）
例えば、格差（特に教育関連）について書かれた本を調べたい…

●基本の使い方●

キーワード： 格差 で検索

→290件 ヒット

絞込みにはAND検索（スペース
で区切る）がお勧め

格差 教育 → 118件 ヒット

●重要ポイント●

所在（本の置き場所）を
「附属図書館」に限定する場合：
所在：「全ての所在」プルダウン
メニューから「附属図書館」選択

●基本の使い方●

検索項目を指定して検索したい

場合は、「詳細検索」がお勧め

例：出版年 2014

例：著者 耳塚
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検索結果一覧画面
検索結果一覧画面

著者や出版年、出版社、所在、
請求記号などを確認できます。
※この画面から、条件を指定して
結果を絞り込むこともできます。

（次のページで説明）

検索結果詳細画面
本の詳細情報(書誌情報)
と、所蔵情報（所在、請求
記号、貸出可能かどうか）

がわかります。



13

検索結果の絞り込み

検索結果がたくさんある場合、検索結果画面で条件を指定して
結果を絞り込むことができます

出版年や所蔵場所、
図書/雑誌、など、

条件を
クリックして
絞込み！

キーワードを追加
して絞込み！

出版社や著者名などで
絞込みたいときには
「絞込み検索」を
クリックして

検索語を追加！
出版年順や
タイトル順に
並べ替え
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検索結果詳細画面（図書）の見かた

書誌情報
書名、著者、
出版社などの情報

本の背についてる
ラベルの記号
本の内容を数字で分類

本の住所 所在と請求記号を必ずチェック！

所蔵情報
一般図書

372.3/Mi33
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閲覧スペース
入り口 ⇒

② 書架の左上を先頭にして、
請求記号順に並んでいます。

図書館（2階）の本の場所
各所在ごとに請求記号の順に並んでいる。大きいマップが資料の一番最後にあります。

15

①書架の側面の案内板
で場所を特定

参考図書
コーナー

一般図書 一般図書

※参考図書コーナー：辞書、辞典、統計など、
調べ物に使う資料を集めたコーナー。

●重要ポイント●
場所がわからない場合は

図書館2階カウンターで相談！

サービス
カウンター
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書架を歩いて本を探す（ブラウジング）

図書館の本は、日本十進分類法によって分類され、その数字
の順に書架に並んでいます。

同じテーマ、同じジャンルの本が固まっていますので、関連分
野の書架を歩いて本を探すのもお勧めです。

例えば、教育学関係の本は370～379にあります。
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電子ブックもOPACで検索→そのまま使えます

資料形態の
「電子ブック」に

チェック

タイトルに
「格差」

「オンライン」の
URLをクリック
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Maruzen eBook Library
電子ブックを読んでみよう

Maruzen eBook Libraryは日本語の電子ブックを取り扱っているサイト。
1タイトルにつき、同時アクセス1名

「トップへ」からお茶大で契約している
タイトルの一覧ページに遷移

「閲覧」ボタンをクリック
して本文閲覧。
または、下の「目次」か
ら章を選んで本文を読
むこともできます。

「閲覧」ボタンをクリック
して本文閲覧。
または、下の「目次」か
ら章を選んで本文を読
むこともできます。
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全頁分閲覧可能。
保存（PDF）や印刷は60
ページまで。

Maruzen eBook Library
電子ブックの閲覧・保存・印刷
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新聞記事や百科事典・辞典を調べる

日本の百科事典、辞書：

JapanKnowledge

朝日新聞の検索：

聞蔵IIビジュアル
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お茶大で新聞を見るには

原紙・縮刷版
（当日～過去）

CD-ROM

（過去）
インターネット
（当日～過去）

朝日/読売/毎日/東京/

日経/産経/Japan Times/

東亜日報/人民日報
場所：ラウンジ(当日＋
1～3ヶ月前）
※過去の新聞は、2階閲覧
スペースや書庫にあります。

・聞蔵Ⅱ（朝日新聞）
1945～当日
場所：学内ＰＣ（※）

・The Times(ロンドン・タイムズ）

(創刊号～1985）

・各新聞社のサイト

・明治・大正・昭和の
読売新聞

・朝日新聞戦前紙面
データベース

場所：CD-ROMコーナー

蓄積された過去の情報を
検索しながら記事が読める
聞蔵ⅡとCD-ROMが便利です
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朝日新聞データベース「聞蔵IIビジュアル」

1945～の朝日新聞の記事の検索と本文閲覧ができる

図書館HP＞データベース電子リソース一覧＞ニュース記事を探す
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利用手順：利用規程に同意する

画面を
スクロールして
「同意する」。

利用後は、次の人がすぐ

利用できるようにログアウトしましょう。

誰かが学内で既に使っているときは、
少し待ってから再度ログイン

同時アクセス1名
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朝日新聞（昭和60（1985）年～当日）と、
週刊朝日、AERAを検索してみる

24

・複数の検索語を入
力すると、全ての語
を見出しと本文に含
む記事を検索。
（AND検索）

・OR検索、NOT検索
も可能

・発行日

対象紙誌：
複数選択も可能
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検索結果一覧

チェックボックス
を選択して「本文
表示」するか、

タイトルをクリッ
クすると

記事本文が表示
される

2005(平成17）年11

月以降の記事には
切り抜きイメージが
付いている。
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記事本文の表示

検索語が色付き
で表示される

切り抜きのサムネイルを

クリックすると、記事の切り抜
き画面が表示される。

※著作権の関係で、写真が表示
されないものあります。

原紙掲載情報
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基本知識・用語の確認には事典が便利

• 百科事典（一般的に確立した事項）

• 現代用語事典（最近の問題や話題）

• 専門事典・便覧（専門的な用語や内容）

• 入門書･概説書（その分野の基本知識）

• 検索エンジン（何も手がかりがない場合）

・興味を持つ点や問題点が明確に
・キーワードや類似表現を書き留めると、
文献検索の時に役立ちます！
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日本語の百科事典をまとめて検索

JapanKnowledge

百科事典、辞書を中心とした知識・情報源を一括検索

日本大百科全書、ランダムハウス英和大辞典、会
社四季報、週刊エコノミスト、日本国語大辞典、国
史大辞典、 日本歴史地名大系、群書類従 など

図書館＞データベース電子リソース一覧＞ものごとを調べる（辞書、辞典、統計…）

普段は同時アクセス1名
今日は、同時アクセス50名
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JapanKnowledge検索画面
調べたいワードを入れて検索！
※「見出し語検索」または「全文
検索」を選べます。
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政府統計の総合窓口（e-Stat)

データベース・電子リソース一覧＞ものごとを調べる（辞書、事典、統計…)

※一般公開サイト http://www.e-stat.go.jp

日本の統計を探す
ときに便利

世界の統計は・・・
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総務省統計局 「世界の統計」
http://www.stat.go.jp/data/sekai/index.htm

「世界の統計」は
総務省統計局の
サイトで見られる

さまざまな分野の日本語の
統計と、主要なオリジナル
の統計が示されている



32

CiNii Articles 雑誌論文を探す

検索ボックスにキーワード

を入れて論文を検索

教育格差

著者名や雑誌名等を

指定したい場合は

「詳細検索」をクリック

本文があるものだけ

探したい場合は

チェック

学協会刊行物・大学研究紀要・国立国会図書館の雑誌記事索引データベース
など、学術論文情報を検索の対象とする論文データベース。

・キーワード、論文タイトル、著者、雑誌名から論文を検索できます。

・検索結果からPDFの形式で論文本文を読めるものが約1/4あります。
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CiNii Articles検索結果画面

クリックすると本分のＰＤＦが

表示されます
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著作権法に関する留意事項

お茶の水女子大学附属図書館

【付録】

著作権法とは

第一章 総則

第一節 通則

（目的）

第一条 この法律は、著作物並びに実演、レコード、放送及び有線放送に

関し著作者の権利及びこれに隣接する権利を定め、これらの文化的所産
の公正な利用に留意しつつ、著作者等の権利の保護を図り、もつて文化
の発展に寄与することを目的とする。
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著作権の基礎知識

• 日本の著作権
– 無方式主義
– 保護期間：死後50年間

• 著作権は様々な権利の集まり

 著作者人格権
– 公表権・氏名表示権・同一性保持権
– 著作者本人に専属する＝譲渡不可能

 著作権（財産権）
– 複製権・翻訳権・公衆送信権など
– 他者への譲渡可能

お茶の水女子大学附属図書館

●レポート執筆時のポイント●

・正しく引用していますか？
・引用文献の情報は記載

されていますか？
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引用①

（引用）

第三十二条 公表された著作物は、引用して

利用することができる。この場合において、そ
の引用は、公正な慣行に合致するものであり、
かつ、報道、批評、研究その他の引用の目的
上正当な範囲内で行なわれるものでなければ
ならない。

http://law.e-gov.go.jp/htmldata/S45/S45HO048.html
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引用②
• 引用の注意点
① 「公正な慣行」に合致すること

• 本文と引用部分に妥当な「主従関係」があること
• 引用部分が「明確に区別」されること

② 引用の目的上「正当な範囲内」であること
• 引用の「必然性」があること

③ 公表された著作物の利用であること
④ 出所を明示すること

• 表記の仕方は様々
• 特に指定が無い場合は、

SIST（http://sti.jst.go.jp/sist/menu_purpose/）などを参考に
するとよい

黒沢節男. 機関リポジトリと著作権 Q&A. 改訂版, 広島大学図書館, 2013, p. 4-6

http://ir.lib.hiroshima-u.ac.jp/metadb/up/ZZT00003/Repository-Copyright.pdf

コピペ論文
と言われない
ために

http://sti.jst.go.jp/sist/menu_purpose/
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参考文献の書き方例①
指定がある場合は、その方法に従うこと

文中に入れるケース、脚注にするケース、文末にまとめて書くケース

 単著書
著者名（翻訳者名）『書名』（シリーズ名）、出版社名、出版年、引用ページ

例 耳塚寛明編『教育格差の社会学』、 有斐閣、 2014、p.1-10

＊著者名の後に「著」はつけない。「編」「編著」はつける。

 分担編著
分担著者名「分担執筆題名」、編者名『書名』（シリーズ名）、出版社名、出版年、引用ページ

例 大沢秀介「外在主義と自己知の正当化」、信原幸弘編 『シリーズ心の哲学I 人間編』、
勁草書房、2004、p.247

＊著者や編者が複数の場合、最初の二、三人までとするか、一人だけにして最後に「（他）」
をつけるかのどれかを選ぶ。

太田一雄、蒲田陽一
太田一雄（他）
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参考文献の書き方例②
 雑誌論文
筆者名「論文名」発行機関名『雑誌名』（特集名）、巻・号、発行年、引用ページ

例 藤田英典「現代の貧困と子どもの発達・教育」『発達心理学研究』
23(4)、 2012年、439-p.449

＊「発行機関名」は、著名な雑誌や雑誌名からわかる場合は省略可。

 新聞記事の場合
著者（わかる場合）、「記事タイトル」、『新聞名』、発行日、巻や版、頁

例 「好成績校は「書く」「振り返る」 お茶の水女子大教授ら、学力調査分析」、『朝日新聞』、
2015年7月8日、朝刊、総合

 ウェブサイトの場合
著者・発行者（わかる場合）「文書名」、URL（参照日：日付）

日経リサーチ「アウトレットモールが示した地域のポテンシャル」
http://www.nikkei-r.co.jp/news/2013/09/08/post_21/
（参照日：2013年11月27日)

※英語の場合は、半角英数字を使い「、」は「, 」で表記する
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引用を含む論文作成についての参考資料

市古みどり編著 『資料検索入門 : レポート・論文を書くために』

慶應義塾大学出版会、2014年

※特にpp.26-34の「引用の仕方と参考文献の書き方」

図書館(一般図書) 007/I14

山口裕之 『コピペと言われないレポートの書き方教室 : 3つのステップ : 

コピペから正しい引用へ 』 新曜社、 2013年

図書館(一般図書) 816/Y24

世界思想社編集部編 『大学生学びのハンドブック : 勉強法が

よくわかる! 』 3訂版、世界思想社、 2015年

図書館(一般図書) 377.1/D16s etc.

分からないことは、図書館1階ラーニングコモンズのLALA
（Library Academic Learning Adviser）さんに相談してみよう！
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